
≪事業の目的及び現在の取組み概要等≫

目標（誰（何）をどのよう
な状態にしたいのか）

放課後児童クラブの事業者の管理面、運営面のICT化を推進する。

課題（どういうことをする
必要があるのか）

放課後児童クラブにおけるICT機器導入等の環境整備に係る費用を補助する。

≪事業の概要≫

事業の具体的内容
（対象、事業主体、事業
期間、総事業費、事業

費内訳等記載）

放課後児童クラブについて、新型コロナウイルス感染拡大防止を踏まえて、利用児童等の入
退室管理や事業者から保護者への連絡体制のICT化、また、事業者がオンラインでの会議・
研修が実施できるよう、ＩＣＴ機器の導入等の環境整備に係る費用を補助する。
　補助額：１支援あたり500千円
　対象施設数：支援数84（クラブ数56）
【補助対象】　入退室管理システムの初期導入に必要な機器（タブレットPC、カードリーダー
等）及びアプリケーション導入費、オンライン会議実施に必要な機器（ウェブカメラ、ヘッドセッ
ト等）、回線工事費等
【予算額】　39,200千円
【補助率】　国1/3　県1/3　市1/3

上記の問題点に対して
現在行っている事業の

有無
　有　・　無　　　※有の場合は事業概要を添付（委員会資料等）

当該新規・拡大事業を
行うにあたり、縮小・統

合・廃止する事業
　有　・　無　　　※有の場合は事業概要を添付（委員会資料等）

業務量の増減 28時間の増（56件×0.5時間）

対　　　　象 意　　　　　　　　　　　　図

子どもが 充実した環境のなかで、健やかに成長している。

現状・問題点
放課後児童クラブについては、児童の入退室管理や事業者から保護者への連絡体制、会議
等の運営に係るICT化が進んでおらず、新型コロナウイルス感染拡大防止を踏まえて、オン
ライン化及びコロナ対策業務が繁忙となるため業務の効率化が求められている。

基本施策の目的
（対象と意図）

対　　　　象 意　　　　　　　　　　　　図

子どもが 健康に生まれ健やかに育っている。

個　別　施　策 F4-3 子どもの成長を育む環境の充実を図ります

個別施策の目的
（対象と意図）
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　放課後児童クラブにおいて、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止対策を行いながら事業を継続的に提供するた
め、利用児童等の入退室管理や事業者から保護者への連絡体制のＩＣＴ化、また、オンラインによる会議、研修に対応
できるようＩＣＴ機器の導入等に係る経費を支援するものである。
　新型コロナウイルス感染症感染拡大防止対策による業務繁忙のなか事務の効率化が図られ、また、ポストコロナ・ア
フターコロナに対応するための環境整備が図られることで放課後児童クラブの適切な運営につながることから、事業
の実施は適当である。
　ただし、事業実施に対する意見は次のとおり。

【市長ヒアリングまでに整理すべき事項】
・新型コロナウイルス感染症感染拡大防止対策として、ＩＣＴ化を行う必要性を分かりやすく示すこと。

(2) 評価会議における指摘事項

成
果

(

活
動

)

指
標

指標（単位） 放課後児童クラブICT化推進事業進捗率（％）

年　　　度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度

目　標　値

財源名称　

総　　　額

子ども・子育て支援交付金

100

成果指標及び
目標値の説明

放課後児童クラブにおけるICT機器導入等の環境整備について、計画通り実施できたかの
事業進捗率を目標値とした。

評　価　結　果

(1)今後の事業の方向性と理由

予
算
額

地方債

市民等の参画と
協働のまちづくり

（取組みに☑をし、
その内容を記載）

新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止に努めながらも、放課後児童クラブが支障なく運
営できるよう事業者と連携していく。

事　業　期　間 （　R３年度　）

その他 一般財源

当　年　度 39,200 13,066 13,066 13,068

金額（千円） 国 県

単年度 単年度繰り返し 期間限定

一部不採択

所管案のとおり

企画不十分

事業規模縮小

企画不十分不採択

採択
事業のやり方改善 事業規模拡大

事業統廃合 その他

情報共有 参画 協働


